
































て、 「最も得るところの多かった人びとは、彼らを現世に縛るものが何一つない貧乏人や謙遜な人 ちであった。御殿の人や富者たちはあまりにも浮世に執着があ からである 」と述べ、純粋な信者は貧乏 人たちの中に くい と言っている。彼らは方々の村から群がり集まってきて、困難のある度に教会に助けを求め信仰によって苦難を和らげられたという（ 『日本史』
6巻 　豊後編Ⅰ 　一二章 　一四〇頁） 。しかし、宣教師た
ちが領主層を信者に獲得することは、その領内での布教の自由を得られるばかりでなく、主君の入信によってそ 家族 家臣、領民たちの集団的な入信をもたらした。
　男性領主の例で見ると、大村純忠は一五七〇年頃、時期を見




本稿の第三章「土地所有、家臣・領民への支配権」で、一部大和守の妻 例と、有馬晴信の乳母 母親の例をあげ 。一部大和守の妻は夫の死後 自分の領地に司祭を派遣して説教させ、司祭は二か村の人たちをキリシタンに改宗させ、五百五十人が受洗するに至った。この例では、彼女は司祭を派遣するに当た
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ル） は古くからのキリシタンであったが、 夫が自分のため 造っておいた建物を生前に用いることができなかったので、夫 霊魂のために役立てても いた と願って に寄贈し、その家屋およびキリシタン集団 庇護を引き受けた。彼女の息子である籠手田家の嗣子もキリシタン集団の世話を続ける意向であった
8。領主層の女性たちによる経済的支援は、教会と修道士、キ
リシタンへの迫害が強まる時期にいっそう効果を発揮する。















主の激しい迫害の下にあった。その中にあってかなり高い身分の教名をドン・ジアンという武士が、島原殿（島原純茂）の感情を恐れず修道士らを庇護していた。仏僧たちとキリシタンたちの対立が深まったが 彼らはドン・ジアンが身分が高く勇敢であったばかりでなく、国内に多く 親族を擁していたので、何も企てることができなかった。仏僧たちは島原 殿 母親ショウシュンという「鬼婆」と相談して、老女がひそかに毒を盛って彼を殺すこ とした。 彼女は喜んでその提案を引き受け、彼の友を装って親しげに茶会に招いて毒を飲ませ、数日後に死に至らしめたとい
う
10。島原殿はその翌年、隣領の伊佐早氏の脅
威と台風の襲来を、殿がキリシタン 滞在 許しているためだとする仏僧たちの攻撃に会い、一方では 母親である の悪魔のような老女にけしかけられ」て心変わりし、修道士 島原領から立ち退かせ
た
11。島原領ではその後もキリシタンの信者が

























た秀吉に、 「実のところ、世間の人々は皆、殿下はなんの理由もなく伴天連たちを追放され のだ、 申しております」 と言った。秀吉はそれを聞くと、面に怒りを現しつつ「さようではない。 （キリシタン宗門は）日本 あらゆる（宗）教に対して妨げになるものゆえ、予は彼ら するように命じたのだ」と答えた。北政所はそれ以上話しても無駄だと思って黙っ という
17。被害者の救済
　同年、堺で市民による殺害事件が起こった。










ように、豊後の国主大友宗麟の妻の兄で宿老の田原親賢と、イザベルと呼ばれた宗麟の妻は過激な反キリシタンであった。一五七七（天正五）年、彼らは親賢の養嗣子の親虎がキリシタンになったのを激怒して、司祭のフランシスコ・カブラルに対し、親虎を改宗させ 、さもなくば教会を取り壊し、そこ い 全員を殺す、と脅迫した。司祭たちが決死の覚悟を決めると、大勢のキリシタンたちが集まり、殉教者となって司祭たちと共に死のうと、教会 立てこもった。
このような熱意や勇敢さは男たちに見られただけでなく、 「本
性、弱く臆病な婦人たちのもとで 同様であった。 」すでに教会に籠もっていた「はなはだ名望ある貴人」の妻である数人身分の高い女性たちが、彼女たちの幾人かは だ若い身でありながら、それぞれの家を去り財産を残し、暗闇に乗じて教会に





























事態が生まれた。大勢のイエズス会員が秀吉の命に反して一カ所に集合しているのは許されない、と考えられることから、多くのキリシタン領主が学院の解体を要請してきた。司祭たちは学院は撤去しないが三つの部分に分けることにした。天草久種の母と奥方は殿に代わって領地を統治して る兄弟たちと力を合わせ、隠れた二カ所に学院の建物 建設 た。残った学院教会の立派な建物をどうするかが問題であったが、学院＝修道院の建物には殿の母と奥方が移り住み、教会は普通の家に見えるように改装して難を逃れることができ
た
25。志岐の島の領主、






























から足軽、農兵に至るまで、武器と食糧を持参して従軍した。そのような準備は単身者には不可能で、妻がいて夫と共 日頃から土地を経営し、そこから得た家産を管理運用し 家族、下人を養い、夫が出陣する時 は夫や家の子、郎党の衣服、武具や食糧 整えて送りだす事が不可欠であった。夫の出陣中には領地と家屋および家族を守ることが妻に課せ れた。前章で挙げた志岐の島の領主 日比屋了荷の妻の場合 夫 朝鮮出陣中、城にいて「領地を統べていた」とあって、夫の出陣中に領地に対する支配の全権を委任され いた。
戦争の惨状
　一五八八（天正一六）年、薩摩の島津氏が大軍






















吉は九州出兵後、肥後の国を二分して小西行長と加藤清正に与えた。天草地方は小西行長 治下となった。一五八九（天正一七）年、 当時天草下島を支配していた志岐（諸経） 、 天草（久種）両氏が小西氏の城の普請役に応じなか ことから、小西藤両軍が秀吉の命により、志岐城を陥れ、ついで天草領 本渡城を攻撃した。 天草久種 母の兄弟で、 勇敢なキリシタンであった有馬義貞とその一族および大勢の家臣 治下の村落に住む人々が、妻子や家人と共に城 立てこもった。領民もほとんどキリシタンであったという。加藤清正はキリシタン集団に対して敵意を抱いていたので最初から武力で占領しようとして攻撃の手をゆるめなかった。小西行長はキリシタンであった め
10中世における領主階級の女性の地位と役割（二）―フロイス『日本史』に見る―
大勢のキリシタンの死を回避するために投降を勧告した。城主との談合が功を奏しようとしていたとき、清正は全軍を挙げて四度の猛攻撃を敢行した。城中の者は勇敢に応戦したが、 労苦、および連日にわたる徹夜の めに疲労困憊し、ついに城壁の一辺を崩されるに至っ 。このように戦局が極度の危機 瀕していたときに女性たちの必死の 動がおこった。「城主ドン・アンデレ （有馬義貞） とドン・ジョルジ （天草
―
）
の妻女、およびその娘や息子の嫁たち、またその他の貴婦人たちは、 すでに自分たちの夫や親族の或る者は傷つき疲労し、また他の者は戦死を遂げてしまい、もはや人間的に救われる道はなく、しかも武器 手にして対処する他ないことを知ると、三百人ばかりの婦人たちは集合し、自分たちが直面している切迫した危険を明白に認め、女性と ての本来の弱体と臆病を忘れ、勇敢な女侍のように全員が一丸となって戦局を盛り返し、自ら力の限りを尽くして敵 抵抗 ようと決意した。 （中略） （彼女 ちは）娘であると既婚者である 寡婦であるとを問わず、より自由に、妨げられず 戦えるようにと全員が髪を断ち切り 中略）ある者は鎧をまとい 他の者は太刀を帯び、またある者は槍とか、その他その場 入 できた種々の武器でおのおの身を固めた。大勢 者が兜をかぶり、コンタツ ロザリオや聖遺物 頸に掛けた。彼女たちの多くは 泣きじゃくり涙にくれる乳呑み子や子供 ち 家に遺していたが、母性愛 も忘れ、全員挙ってイエズスの御名





















いたフロイスは、日本の堕胎と捨て子 慣習について、次 ように述べている。「日本では婦人の堕胎はきわめて頻繁で、ある者は貧困のため、あるいは多くの娘を持つことを厭うため、もしくははした女であるために、そうでもしなくては十分よく奉仕を続けられないから、 その他の理由によって （それが行われている） 。しかも、 何びともそれを不思議 は思わぬのが習わしである。ある婦人たちは、出産後、 （赤）児の首に足を せて窒息死せしめ、別の（婦人たち）は、ある種 薬草を飲み、 に
よって堕胎に導く。ところで堺の市は大きく人口が稠密なので、朝方、海岸や壕に沿って歩いて行くと、幾たびとなくそこに捨てられている（そうした）子供たちを見受けるこ がある。 （中略）彼女らは（赤）児たちを岸に置き、潮が満ちてその（児）らを完全に殺すようにするかそれとも壕に投げる。 （そうすると） 通常は犬が来てそれらを食べるのである。 」
　ある夜、あるキリシタンが、岸の小舟の中に捨てられて、犬

















その妻ジュスタらが中心にな て、キリシタンたちが自費で立派なミゼリコルジアの教会を建てた。組長 組員を決め 集められた寄付金は貧乏な寡婦や孤児、 その他貧しい人 ちに配 。村落の外れに癩病患者たちの めの家を造り、二人の組員が何不自由ないよう 世話をし
た
44。一五八五年にはこ


























を治めること」であったと考えられている。ただし、中世における「内を治める 役割と 、本稿第七章でも述べたように現代の給料生活者の妻の家事育児などと異なり、 「夫と共に土地を経営し、そこから得た 産を管理運用して家族、下人を養い夫が出陣する時には夫や家の子、郎党の衣服、武具や食糧を調えて送り す事」が必要であり、 「夫の出陣中には土地と家屋および家族 守ること」を意味してい 。大名の場合には城内をとりしきり、子らを養育する上に親族、家臣へ 配慮が加わり、夫の出陣中は 夫に代わって城と領地を守らなければならないことさえあったのであ 。 傭兵 手配をすることもあった。『日本史』の記録でも、志岐の島の領主の妻は夫の朝鮮出陣中、夫から全権を委任 れて「領地を統べていた」 。妻の役割が日頃から家の内のみならず、夫の外の活動 も支え ものであたから、非常時における 代行も可能であったと言えよう。
　中世においては母の親権は父と同じく認められていた。特に










の第三章「土地所有、家臣・領民への支配権」で、一応述べている。細川忠興夫人が父明智光秀が誅伐された後も、父の遺産として丹後の国で所領を持っていたこと、大友宗麟の娘 マセンシアが小早川秀包に嫁した後も、筑後の国の相当部分を領していたことなどであり、前掲の一部大和守南入道 妻が宣教師を派遣し 二か村も、彼女は娘が父親から相続した領地とは別の「私の領地」 言っていた。大友宗麟の前の妻も、大友氏が島津氏の攻撃に破れ、筑前、筑後 肥前、肥 の各地で反乱が起きた時、兄親賢の没落 共に の領地 大 分がそれら四つの地方にあったために大打撃を受けたとあり、彼女 領地が四ヵ国 広範な地域に散らばって存在していたこと 分かる
51。それらは彼女の勢力基盤だったのであろう。しかも、その
所領がしばしば単に収取をも らす財産であるだ でなく、封建的な 主権、 すなわち領地に住む家臣や住民 対する支配権裁判権を持つ知行地であったことは、マセンシアが、迫害を受けた司祭たちをその地に潜入させ、身 安全と布教活動を保証できたこと、一部大和守南入道の妻が命令 違反し 家臣から役職を取り上げ 死刑にしょうとしたことでも知られる。そのほか、領主層のキリシタン女性たちは教会を建てるための材木など多くの寄付をしたり、 司祭たちをかくまう家屋 建て り、慈善、医療などの活動に携わってい 。それには、領地と言うべき知行地から収取 得られるだけの小規模な土地にい るまで、彼女たちが自由にできる資産が存在したはずである。
　従来、室町・戦国時代すなわち中世後期の女性の土地所有権

































































の家族関係、とくに妻と母が家族内において占めていた地位、および婚姻慣習と結婚・離婚の状況につい 知ることができ妻の役割は 「内を治め」 、 夫の外 仕事 もか わるもの ヴァ
リニャーノが「日本人は領主に対して義務を負うていて、これは妻が家を修め（治める意）食事を作っ くれなければ、絶対に果たすことができない。 」と言ったように夫の奉公にとって不可欠であった。夫の留守や死亡時には夫を代行して家長の権限を発揮し、家の後継者を定める役割を果たした。母は父と同じく親権を持ち 子は母に従う義務を負った。妻の姦通は夫により死罪にされ、夫 幾人でも妾を持つことができ、いつでも妻を捨てることができたが、妻からも「夫に何の罪もないのに女がこれを棄てて」結婚することもあったのが当時 婚姻慣習であった。
　二、女性領主の土地所有に基づいた直属家臣、領民に対する









秀吉の家臣に抵 、男子 が刀折れ矢尽きた時に、身分の高い女性たちが武装して戦闘に参加し、一時は敵に大きな損害を与えるなど、緊急事態にはジェンダーを超える活動があったこと 紹介した。
　七、キリシタン女性たちが男性たちと協力して、貧者・孤児



























































　『同』同巻 　編 　九章 一五六頁
12








　『同』同巻 　同編 　一〇章 　二二〇～二二二頁
15










































　『同』 巻 　編 　同章 　二一一頁
25
　『同』同巻 編 　一〇八章 　二四一～二四三頁。この「迫
害に対する抵抗」の項、拙著『古代・中世の家族と女性』 「中世における高齢女性の地位と役割」参照。26
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